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平成２８年５月 全国百貨店売上高概況 

平成２８年６月２０日 

Ⅰ．概 況  

 

１．売上高総額        ４，６２９億円余 

２．前年同月比     －５.１％（店舗数調整後／３か月連続マイナス） 

３．調査対象百貨店   ８１社 ２３６店 （平成２８年４月対比±０店） 

４．総店舗面積     ５,９７１,８７０㎡ （前年同月比：－１.４％） 

５．総従業員数     ７６,３３５人 （前年同月比：－２.５％） 

６．３か月移動平均値   10-12 月 ０.３％、11-1 月 －１.４％、12-2 月 －０.５％、 

（店舗数調整後）   1-3 月 －１.６％、2-4 月 －２.２％、3-5 月 －３.９％      

 

  ［参考］平成 27 年 5 月の売上高増減率は６.３％（店舗数調整後） 

 

【特 徴】 

５月の売上総額は５.１％減と３か月連続のマイナスに終わった。傾向として①１０都市計

（－４.４％）､１０都市以外の地区計（－６.５％）がともに前年を下回り、全１８地区で前年に届か

なかったこと、②これまで売上を牽引してきた大規模店も含め、店舗規模別でも全体的なマ

イナス基調にあること、③訪日外国人動向では、購買客数が１２.７％増（約２３万人）と４０か

月連続で前年を確保したが、購買品目の変化（一般物品→消耗品）を受けた購買単価の下落から、

売上高が１６.６％減（約１３４億円）で２か月連続前年割れしたこと、④売上高の約９７％を占

める国内購買客の動きについても、株価低迷などの消費マインド低下を要因に、中間層をは

じめ富裕層の取り込みについて苦しんだことなどを背景に、非常に厳しい商況に終わった。   

しかし、そのような環境下でも、本来の百貨店収益モデルに着実に取り組み、足元商圏の

掘り起こしを丁寧に行っている店舗については、堅調に推移している傾向がうかがえる。 

また、商品別では主要５品目のうち、雑貨が０.２％増と１４か月連続のプラスを確保した

一方、衣料品･身のまわり品･家庭用品が大きく数字を落とした。 

総じて低調な月ではあったが、細分類で化粧品が１８地区全てで前年を上回り、９.３％増

と１４か月連続で増勢を保ち健闘を見せている。     

 

【要 因】 

    (1) 天 候 ： 気象庁発表「５月の天候」の特徴は以下のとおり（一部抜粋） 

    ◇日本の南と東で高気圧が強く、南から暖かく湿った空気が流れ込みやすかった。このため全国的に気温がかなり

高く、特に北日本では月平均気温は１９４６年の統計開始以来５月として最も高温となった。上旬は天気が数日

の周期で変わったが、中旬以降は北日本では日照時間がかなり多く、北日本太平洋側と東日本では少雨となった。 

(2) 営業日数増減    ３０．９日（前年同月比  ±０日） 

   (3) 土･日･祝日の合計    １２日（    〃      －１日／土曜１日減） 

  (4) 入店客数増減（回答店舗数で見る傾向値／前年同月比／有効回答数１３５店舗） 

     ①増加した：２１店、②変化なし：２８店、③減少した：８６店 

  (5) ５月歳時記（ＧＷ、母の日）の売上（同上／有効回答数９９店舗） 

     ①増加した：１２店、②変化なし：５３店、③減少した：３４店 
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第１表　　地区別売上高

地　　　区 売上高(千円) 構成比（％）

 全 国 462 ,922 ,151 100 .0 -5 .1 (  -5 .3 )

10都市 314 ,009 ,590 67 .8 -4 .4

札幌 11,629,868 2.5 -3.6

仙台 6,146,059 1.3 -6.1

東京 124,537,262 26.9 -4.5

横浜 27,739,772 6.0 -3.1

名古屋 29,242,566 6.3 -5.7

京都 18,796,970 4.1 -6.0

大阪 58,585,525 12.7 -4.7

神戸 12,153,974 2.6 -3.8

広島 9,583,112 2.1 -3.4

福岡 15,594,482 3.4 -2.6

10都市以外の地区 148 ,912 ,561 32 .2 -6 .5 (  -7 .0 )

北海道 2,183,266 0.5 -6.5

東北 7,533,753 1.6 -0.8 (  -1.6)

関東 68,045,939 14.7 -8.0 (  -9.0)

中部 11,502,658 2.5 -5.2

近畿 20,627,556 4.5 -3.1

中国 10,631,931 2.3 -3.2

四国 7,479,350 1.6 -6.5

九州 20,908,108 4.5 -8.7

第２表　　商品別売上高

商　品　別 売上高(千円) 構成比（％）

総　　　　　　　額 462 ,922 ,151 100 .0 -5 .1 (  -5 .3 )

紳士服・洋品 34,472,809 7.4 -6.9 (  -7.0)

婦人服・洋品 97,476,852 21.1 -8.7 (  -8.9)

子供服・洋品 12,609,462 2.7 -5.6 (  -5.7)

その他衣料品 10,995,427 2.4 -5.5 (  -6.0)

衣　　料　　品 155 ,554 ,550 33 .6 -7 .8 (  -8 .0 )

身のまわり品 62 ,988 ,603 13 .6 -7 .6 (  -7 .7 )

化粧品 35,605,411 7.7 9.3 (  9.2)

美術・宝飾・貴金属 25,989,823 5.6 -7.9 (  -7.9)

その他雑貨 18,096,102 3.9 -3.5 (  -3.9)

雑　　　　　　貨 79 ,691 ,336 17 .2 0 .2 (  0 .0 )

家　　具 4,653,303 1.0 -16.6 (  -16.8)

家　　電 1,268,346 0.3 -8.8 (  -8.8)

その他家庭用品 15,306,126 3.3 -6.8 (  -6.9)

家　庭　　用　品 21 ,227 ,775 4 .6 -9 .2 (  -9 .4 )

生　鮮　食　品 23,700,983 5.1 -4.8 (  -5.0)

　菓　　子　 29,373,287 6.3 -2.7 (  -2.9)

　惣　　菜　 27,476,247 5.9 -0.8 (  -0.9)

その他食料品 33,800,347 7.3 -1.9 (  -2.1)

食　　　料　　　品 114 ,350 ,864 24 .7 -2 .5 (  -2 .7 )

食　堂　　喫　茶 13 ,529 ,291 2 .9 -8 .3 (  -8 .7 )

サ　ー　　ビ　ス 5 ,369 ,340 1 .2 -10 .3 (  -10 .7 )

そ　　の　　他 10 ,210 ,392 2 .2 3 .1 (  3 .1 )

商　　　品　　　券 10 ,269 ,216 2 .2 -8 .7 (  -8 .8 )

全国百貨店　売上高速報 2016年05月

※店舗数調整後,　（　）が調整前
対前年増減(-)率　(%)

※

　対前年増減(-)率　(%)

※

注)　構成比は計算処理上必ずしも100％にはなりません。商品券は総額に含まれません。また、商品券の構成比は、

   総額に対する比率です。本統計には消費税は含まれておりません。  
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Ⅱ．地区別の動き  

 

   １.１０都市売上動向        －４.４％（３か月連続マイナス） 

   ２.１０都市以外の地区売上動向   －６.５％（店舗数調整後／７か月連続マイナス） 

 

 

【地区別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

地区 売上前年比 寄与度 トレンド 

１０都市 －４.４ －３.０ ３か月連続マイナス 

札 幌 －３.６ －０.１ ４か月連続マイナス                                                                         

仙 台 －６.１ －０.１ ３か月連続マイナス 

東 京 －４.５ －１.２ ３か月連続マイナス 

横 浜 －３.１ －０.２ ５か月連続マイナス 

名古屋 －５.７ －０.４ ５か月連続マイナス 

京 都 －６.０ －０.２ ２か月連続マイナス 

大 阪 －４.７ －０.６ ５か月連続マイナス 

神 戸 －３.８ －０.１ ３か月連続マイナス 

広 島 －３.４ －０.１ ７か月連続マイナス 

福 岡 －２.６ －０.１ ３か月連続マイナス 

10 都市以外の地区 －６.５ －２.１ ７か月連続マイナス 

北海道 －６.５ ０.０ １３か月連続マイナス＊ 

東 北 －０.８ ０.０ ７か月連続マイナス＊ 

関 東 －８.０ －１.２ １２か月連続マイナス 

中 部 －５.２ －０.１ ３か月連続マイナス 

近 畿 －３.１ －０.１ ７か月連続マイナス 

中 国 －３.２ －０.１ ５か月連続マイナス＊ 

四 国 －６.５ －０.１ ３か月連続マイナス 

九 州 －８.７ －０.４ ３か月連続マイナス＊ 

   （注）北海道、東北、中国、 九州については、２００６年１月からそれぞれ札幌、仙台、 

広島、福岡を１０都市に移行した。（２００５年までは６大都市） 
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Ⅲ．商品別の動き  

 

  主要５品目では、雑貨が１４か月連続のプラスとなった。また、衣料品が７か月連続、家 

庭用品が５か月連続、身のまわり品と食料品が３か月連続のマイナスとなった。その他の 

品目は、化粧品が１４か月連続のプラスとなった。 

 

 

 

 

【商品別売上前年比の寄与度とトレンド】 

 

商品別 売上前年比   寄与度 トレンド 

総額 －５.１ ― ３か月連続マイナス 

紳士服・洋品 －６.９ －０.５ ７か月連続マイナス 

婦人服・洋品 －８.７ －１.９ ７か月連続マイナス 

子供服・洋品 －５.６ －０.２ ２か月ぶりマイナス 

その他衣料品 －５.５ －０.１ ７か月連続マイナス 

衣料品 －７.８ －２.７ ７か月連続マイナス 

身のまわり品 －７.６ －１.１ ３か月連続マイナス 

化粧品 ９.３ ０.６ １４か月連続プラス＊ 

美術・宝飾・貴金属 －７.９ －０.５ ３か月連続マイナス＊ 

その他雑貨 －３.５ －０.１ ５か月連続マイナス＊ 

雑貨 ０.２ ０.０ １４か月連続プラス 

家具 －１６.６ －０.２ ３か月連続マイナス 

家電 －８.８ ０.０ ２か月連続マイナス 

その他家庭用品 －６.８ －０.２ ２か月連続マイナス 

家庭用品 －９.２ －０.４ ５か月連続マイナス 

生鮮食品 －４.８ －０.２ ２６か月連続マイナス＊ 

菓子 －２.７ －０.２ ２か月連続マイナス＊ 

惣菜 －０.８ ０.０ ２か月連続マイナス＊ 

その他食料品 －１.９ －０.１ ３か月連続マイナス＊ 

食料品 －２.５ －０.６ ３か月連続マイナス 

食堂喫茶 －８.３ －０.３ ７か月連続マイナス 

サービス －１０.３ －０.１ １１か月連続マイナス 

その他 ３.１ ０.１ ４か月連続プラス 

商品券 －８.７ －０.２ ６３か月連続マイナス 

   （注）化粧品、美術・宝飾・貴金属、その他雑貨、生鮮食品、菓子、惣菜、その他食料品に  

     ついては２００６年１月から細分化した。 

 

 

お 問 い 合 わ せ は 、 日 本 百 貨 店 協 会  森 ・ 関  ま で 

    TEL 03-3272-1666   ホームページアドレス http://www.depart.or.jp 

http://www.depart.or.jp/

